
会則プロジェクトより

連盟会員の皆さん

これらのファイルは会則プロジェクトからの最終報告になります。今後理事会･総会での議論に

なることと思いますが、提案とその議論をまとめさせていただきました。

結果的には会則は大きくは変わらないと思います。

盛り込むのは

A　連盟の理念が入った

B　会計細則などを作り、横領を防ぐ規則を提案した

C　会則に会計資料を作るのは、会計士など第三者が制作することを

　　明記することを提案した

D　語句の不一致を多少直した

E　選挙細則とごっちゃになっている部分を整理した

F　会則改正の日付、総会の場所をいれた。

などです。

結論が出せなかったのは

a　総会の成立定数

b　総会の承認事項と報告事項

c　理事の定数

などです。

また、選挙細則がまだ出来ていません、

選挙管理委員谷岡さんと行う予定でしたが、不十分でした。今後の細則の整理で対応できれば

と思います。

それと、今回のこのPJの反省点です。

①議論の公開が不十分、非常に不十分であった。

今思えば、不完全でも良いからもっと経過を表現すればよかった。

会則PJへのメール受付窓口を作ったり、プロジェクトからのお知らせを連盟MLで募集したもの

の、なかなか意見も集まらず、会員のみなさんの興味を惹くことが出来ませんでした。

②会則プロジェクトリーダーの竹澤のたち位置がぶれた

始めは、このPJの議論をきっかけに、連盟活動の活性化が出来ればと思っていましたが、だめ

でした。

もちろん、メンバーの中には「会則は決まりとして整えていくべき」　との意見はありました

が、　「連盟の活性化」と「会則の変更」は話が違うことだな、と改めて途中で気がついたか

らです。



このプロジェクトに参加していただいた皆さん、意見を出していただいた皆さん、ありがとう

ございました。


